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　少しして、若者 C さんが参加。D さんの会社の同僚で、紹
介されたという。胸板が厚く、とても良い体格の若者。
 8：05
　次第に人数が増え、7 名から8 名（E・F・G・H・I・J・K・・・）。 写真１
福　地　豊　樹50
それぞれが自分の決めた運動を行う。A さん、E さ



















　残るは 4 名。M さん、E さん、他 2 名。
　今日は参加が多い日だった。通常は 6～7 名。（E さん談）
 8：50








　残るは、M さん、E さん。M さんは懸垂、体操を続ける。E
さんは鉄棒にて屈腕のスイング。それぞれのペースで続ける。
 8：58
　そろそろ時間だと E さんが言う。M さんも片付けにはいる。
 9：00


























































　C さんも、砂場を掘る。F、G さん加わる。G さん C さんと会話。F さん、ベンチでブリッジのストレッチ。
その後、ぶら下がり器で懸垂。B さん、石製のベンチの上で、倒立静止。（＊かなりきれいな姿勢で、しっ
かり静止している。）C さん、高鉄棒で懸垂振動数回行なう。H さん加わる。F、H さん、それぞれ、ひと
りでもくもくと懸垂。C さん、高鉄棒で膝かけ懸垂振り、数回行なう。（＊かなりの振幅で、かなりの熟練度。）
G さん加わり、高鉄棒で懸垂 10 回。かなりしっかりした腕屈伸。その後、ベンチを利用し、背伸ばし。I
さん加わり、ベンチで背を伸ばすストレッチ。B さん、高鉄棒にて懸垂逆上がり、前転の連続、後転の連続































　ほぼ終了　B さんが最後に残る。（＊ C さん同様、インタビューのお願いをする。）
13：00
　公園を後にする。
　以上がこの日の昼の人びとの行動であった。約 1 時間の間に 16 名の人びと。集まったように見えたひと
も含めたが、何もせずに立ち去るひともいた。身体を動かす時間はまちまちであり、短いひとで数回鉄棒に






























2014 年 3 月のとある日の朝、公園に向かい、T さんに出会ったことからであった。その日は日曜日であっ
たが、朝少し遅い時間に鉄棒の前に立つと T さんが鉄棒をやっていた。鉄棒前にあるベンチに腰掛け、そ
の様子を見守った（ぜひ、声をかけ、話しをと思っていた）。T さんは、かつての NHK の番組で紹介され















































　　　ほぼ 1 時間に、参加者は 16 名、何もせずに立ち去る人　1 名、若者 3 名は仲間、他の人には無関心、
後半のサラリーマン 3 名は別々に集まる、仲間ではない、うち一人は、黙々と腕立てを行っていた。C
さん、J さんは、前回、知り合ったので顔を覚えていてくれて、挨拶を交わした。C さん、J さん、B
さん、F さんの 4 人が知り合いのようで、会話を交わしたが、他の参加者は、話すこともなく、自分の























































































































 1）NHK　TV 夏紀行「日比谷鉄棒クラブ」2004 年 8 月放映
 2）新聞報道には 2006 年 10 月 3 日東京新聞「日比谷公園人間模様 24 時体をきたえる「日比谷クラブ」の人たち、上半身裸に
なる人が多い」（インターネット版）や 2007 年 3 月 7 日産経新聞「大人のクラブ活動」（インターネット版）等をあげるこ
とができる。また、2004 年から 2011 年にかけ、いくつかのテレビでは、話題としてとりあげられている。
 3）これまで以下のような発表を行っている。
　　2015 年 3 月 21 日　北関東体育学会第 2 回大会（群馬）
　　2015 年 10 月 3 日　日本体育学会スポーツ経営管理専門領域研修会（東京）




 5）2014 年 3 月 28 日の朝の記録であり、初めての観察記録である。前日夕に仕事の転勤で日比谷を離れるひとの送別会を催
しており、転勤者最後の朝の参加であり、別れの風景を見ることとなった。この日は、皆ではないが、上半身裸のひとが
見られた。裸という行為に対して、後日聞き取り調査からは、2004 年の NHK の放映後に、風紀上のことを考え、自然に
自粛するようになったという話しをお聞きした。
 6）A 氏は 74 歳（この時点）、クラブへの参加年数は 47 年という。後日、最初の聞き取り調査を行った。港区に在住であり、
合気道・自転車等、鉄棒の他にも多彩な運動を行っている。
 7）2014 年 7 月 31 日の昼の記録。昼の時間帯を記録した最初のものである。
 8）カッコに観察者の言葉を補った。
 9）東京での学会時に観察調査を行っており、その時のことを覚えていた方である。
10）2013 年 8 月 22 日に行った群馬大学教育学部での教員更新講習「スポーツを読む・見る」（福地担当）参加者の感想の一部。
11）同上　別な参加者の感想の一部。
12）2015 年 8 月 20 日に行った群馬大学教育学部での教員更新講習「スポーツを読む・見る」（福地担当）参加者の感想の一部。
13）西谷　修・山形孝夫（2014）「3・11 以降この絶望の国で　死者の語りの地平から」ぷねうま舎　225 頁～227 頁
14）稲垣正浩編、松本芳明・福地豊樹（1991）「先生なぜですか　器械運動編　とび箱はだれが考えたの？」大修館書店　所収
（鉄棒運動　48 頁～49 頁）
15）小学校学習指導要領解説　体育編　文部科学省　2008 年 8 月　28 頁、44 頁、64 頁
16）中学校学習指導要領　保健体育編　文部科学省　2008 年 9 月　41 頁、49 頁
17）この点に関する個人の聞き取り調査の報告は別稿に委ねたい。
福　地　豊　樹60
